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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第16期
第３四半期
連結累計期間

第17期
第３四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自 平成26年８月１日

至 平成27年４月30日

自 平成27年８月１日

至 平成28年４月30日

自 平成26年８月１日

至 平成27年７月31日

売上高 （千円） 11,264,939 16,210,706 15,828,582

経常利益 （千円） 1,711,190 1,358,029 2,164,076

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 1,083,327 788,460 1,362,171

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,096,301 788,460 1,361,238

純資産額 （千円） 5,142,696 4,555,927 4,008,508

総資産額 （千円） 7,190,842 8,255,559 7,656,780

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 55.96 41.86 70.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 55.40 41.63 69.87

自己資本比率 （％） 70.0 54.0 50.9
 

 

回次
第16期
第３四半期
連結会計期間

第17期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年２月１日

至 平成27年４月30日

自 平成28年２月１日

至 平成28年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 20.71 25.47
 

（注） １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．平成27年５月１日を効力発生日として、普通株式１株につき、２株の割合をもって分割いたしました。前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株

式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

４．当社は第１四半期連結累計期間より「株式付与ＥＳＯＰ信託」を導入し、第２四半期連結会計期間より「役

員報酬ＢＩＰ信託」を導入しております。１株当たり四半期純利益金額の基礎となる期中平均株式数は、そ

の計算において控除する自己株式に当該両信託が保有する当社株式を含めております。

５．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

 

　なお、平成27年7月31日時点で持分法適用関連会社であった株式会社Ateam NHN Entertainmentは平成27年６月15日

の株主総会の決議により解散し、平成27年９月４日に清算結了いたしました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1)  業績の状況

国内のインターネットを取り巻く市場は、インターネットの利用者数が平成26年末時点で推計１億18万人、イン

ターネット利用者の割合は前年と同じ82.8%となりました（総務省の平成26年「通信利用動向調査」平成27年７月公

表）。

モバイルビジネスを取り巻く環境につきましては、平成27年９月末時点のスマートフォン契約数が7,237万件（端

末契約数の56.9％）となりました（MM総研「スマートフォン・MVNOの月額利用料とサービス利用実態」平成28年４月

公表）。

このような状況の下、エンターテインメント事業では継続して新規スマートデバイス向けゲーム開発に取組みなが

ら、既存ゲームの効率的な運用を進め、過去最高の四半期売上を達成いたしました。

ライフスタイルサポート事業では各サービスの更なる充実に注力し、それぞれの産業領域におけるマーケットシェ

アの拡大及び安定的な成長に向けて取り組み、過去最高の四半期売上を達成いたしました。

　なお、平成27年９月に東京にスマートデバイス向けゲーム開発拠点を新設し、平成27年12月に事業拡大に伴う従

業員の増加を見据えるとともにグループ企業を集約し、より一層の業務の効率化を図るため、本社移転を実施したこ

とにより、直前四半期に移転に伴う一過性費用の発生及び地代家賃等の固定費の増加により、営業利益及び経常利益

が前年同四半期比で減少しました。

また、当第３四半期連結累計期間において、一部ゲームタイトル等の減損損失を計上したことにより、親会社株主

に帰属する四半期純利益が前年同四半期比で減少しました。

　

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は16,210,706千円（前年同四半期比43.9％増）、営業利益

は1,464,177千円（前年同四半期比10.9％減）、経常利益は1,358,029千円（前年同四半期比20.6％減）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は788,460千円（前年同四半期比27.2％減）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は以下のとおりであります。

 

＜エンターテインメント事業＞

エンターテインメント事業では、主にスマートフォンアプリの企画・開発・運営を行っております。

スマートフォンアプリにつきましては、年末年始需要の反動減があったものの、平成27年３月にリリースした「三

国大戦スマッシュ！」（爽快ひっぱり大戦アクション）がけん引し、過去最高の四半期売上を達成いたしました。

９ヵ月累計期間においては、平成26年12月にリリースした「ユニゾンリーグ（Unison League）」（新感覚リアルタ

イムRPG）、平成25年５月にリリースした「ダービーインパクト（Derby Impact）」（本格3D競走馬育成ゲーム）及

び平成27年３月にリリースした「三国大戦スマッシュ！」（爽快ひっぱり大戦アクション）が好調に推移し、エン

ターテインメント事業の売上・利益ともに前年同四半期比で増加しました。

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は8,701,872千円（前年同四半期比59.7％増）、セグメン

ト利益は1,590,878千円（前年同四半期比16.7％増）となりました。

 

＜ライフスタイルサポート事業＞

ライフスタイルサポート事業では、「不安の解消」をテーマに、日常生活に密着したウェブサービスの企画・開発

及び運営を主に行っています。

引越し関連事業「引越し侍」及び自動車関連事業「ナビクル」は継続して業界トップシェアを維持しております。

「引越し侍」及び自転車通販サイト「cyma-サイマ-」は３月、４月が繁忙期、金融メディア事業「ナビナビキャッシ

ング」は繁忙期にさしかかり、「すぐ婚navi」を中心としたブライダル関連事業は、ウェブ集客や周辺サービスの拡

充施策が功を奏し、各事業それぞれ過去最高の四半期売上を達成いたしました。９ヵ月累計期間においては、「引越

し侍」、「すぐ婚navi」が安定的に成長し、加えて平成25年12月にサービスを開始した「cyma-サイマ-」と「ナビナ

ビキャッシング」が大きく成長し、ライフスタイルサポート事業全体の売上・利益ともに前年同四半期比で増加いた

しました。　

 
以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は7,508,834千円（前年同四半期比29.1％増）、セグメン

ト利益は1,082,263千円（前年同四半期比23.9％増）となりました。
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(2)  財政状態の分析

① 資産

当第３四半期連結会計期間末における総資産は8,255,559千円となり、前連結会計年度に比べ598,779千円増加いた

しました。これは主に、金銭の信託の減少1,055,010千円及び現金及び預金の減少698,733千円があったものの、建物

（純額）の増加1,025,442千円及び受取手形及び売掛金の増加805,891千円によるものであります。

 

② 負債

当第３四半期連結会計期間末における負債は3,699,632千円となり、前連結会計年度に比べ51,359千円増加いたし

ました。これは主に、短期借入金の減少438,000千円及び未払法人税等の減少430,199千円があったものの、未払金の

増加531,207千円、資産除去債務の増加386,708千円及び買掛金の増加55,249千円によるものであります。

　

③ 純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産は4,555,927千円となり、前連結会計年度に比べ547,419千円増加いた

しました。これは主に、利益剰余金の増加553,065千円によるものであります。

 

 

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、128,539千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,100,000

計 32,100,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年４月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成28年６月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,423,600 19,432,600
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は 100 株
で　あります。

計 19,423,600 19,432,600 － －
 

（注） 提出日現在の発行数には、平成28年６月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年２月１日～
平成28年４月30日
（注）

3,000 19,423,600 151 534,219 151 508,019

 

（注）１．ストック・オプションとしての新株予約権の権利行使

２．平成28年５月１日から平成28年５月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が9,000株、

資本金及び資本準備金がそれぞれ241千円増加しております。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式　 302,500

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,116,400 191,164
権利内容に何ら限定のない当社
の標準となる株式であり、単元
株式数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 4,700 － －

発行済株式総数  19,423,600 － －

総株主の議決権 － 191,164 －
 

（注）１．「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式20株が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」の普通株式には、「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信託」の

信託財産として所有する当社株式277,500株を含めております。

 

② 【自己株式等】

平成28年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）　
株式会社エイチーム

愛知県名古屋市中村区
名駅三丁目28番12号

302,500 － 302,500 1.5

計 － 302,500 － 302,500 1.5
 

（注）「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信託」の信託財産として保有する当社株式277,500株は、上記自

己株式には含めておりません。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は次の通りであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
ライフスタイル
サポート事業本部長

取締役 － 熊澤　博之 平成27年11月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年２月１日から平成

28年４月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年８月１日から平成28年４月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年４月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,097,994 2,399,260

  受取手形及び売掛金 1,787,661 2,593,552

  金銭の信託 1,055,010 －

  商品 55,264 171,014

  その他 344,723 484,683

  貸倒引当金 △6,028 △5,983

  流動資産合計 6,334,626 5,642,527

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 36,743 1,062,185

   その他（純額） 88,655 296,839

   有形固定資産合計 125,399 1,359,025

  無形固定資産 460,074 555,109

  投資その他の資産   

   投資有価証券 193,206 86,929

   敷金及び保証金 361,747 451,786

   その他 188,940 164,965

   貸倒引当金 △7,213 △4,784

   投資その他の資産合計 736,680 698,896

  固定資産合計 1,322,154 2,613,031

 資産合計 7,656,780 8,255,559

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 104,628 159,877

  短期借入金 1,700,000 1,262,000

  未払金 1,017,263 1,548,470

  未払法人税等 454,741 24,542

  販売促進引当金 14,023 7,394

  株式給付引当金 － 29,265

  役員株式給付引当金 － 16,808

  その他 357,615 264,564

  流動負債合計 3,648,272 3,312,923

 固定負債   

  資産除去債務 － 386,708

  固定負債合計 － 386,708

 負債合計 3,648,272 3,699,632

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 533,442 534,219

  資本剰余金 507,242 337,356

  利益剰余金 4,263,472 4,816,538

  自己株式 △1,403,649 △1,232,986

  株主資本合計 3,900,508 4,455,127

 新株予約権 108,000 100,800

 純資産合計 4,008,508 4,555,927

負債純資産合計 7,656,780 8,255,559
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成28年４月30日)

売上高 11,264,939 16,210,706

売上原価 1,670,810 2,576,521

売上総利益 9,594,129 13,634,184

販売費及び一般管理費 7,951,244 12,170,007

営業利益 1,642,885 1,464,177

営業外収益   

 受取利息 21,893 535

 投資事業組合運用益 － 13,566

 為替差益 38,712 －

 その他 44,262 5,715

 営業外収益合計 104,868 19,818

営業外費用   

 支払利息 326 4,447

 金銭の信託運用損 － 93,390

 為替差損 － 26,279

 持分法による投資損失 29,992 －

 その他 6,243 1,848

 営業外費用合計 36,562 125,965

経常利益 1,711,190 1,358,029

特別利益   

 新株予約権戻入益 － 7,200

 投資有価証券売却益 37,544 －

 特別利益合計 37,544 7,200

特別損失   

 減損損失 30,825 218,946

 特別損失合計 30,825 218,946

税金等調整前四半期純利益 1,717,909 1,146,283

法人税等 634,582 357,822

四半期純利益 1,083,327 788,460

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,083,327 788,460
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成28年４月30日)

四半期純利益 1,083,327 788,460

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12,973 －

 その他の包括利益合計 12,973 －

四半期包括利益 1,096,301 788,460

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,096,301 788,460
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

持分法適用の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、株式会社Ateam NHN Entertainmentは清算結了したため、持分法適用の範囲

から除外しております。

 

 (会計方針の変更等)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当

該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表

及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 
（追加情報）

従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引

当社は、第１四半期連結会計期間より、従業員の帰属意識の醸成と経営参画意識を持たせ、従業員の長期的な業

績向上や株価上昇に対する意欲や士気の高揚を図るとともに、中長期的な企業価値向上を図ることを目的として、

当社及び当社の子会社の従業員（以下「従業員」といいます。）を対象としたインセンティブ・プラン「株式付与

ＥＳＯＰ信託」を導入しております。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上

の取り扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）を適用しております。

 
(1) 取引の概要

本制度では、株式付与ＥＳＯＰ（Employee Stock Ownership Plan）信託（以下「ＥＳＯＰ信託」といいま

す。）と称される仕組みを採用します。ＥＳＯＰ信託とは、米国のＥＳＯＰ制度を参考にした従業員インセン

ティブ・プランであり、ＥＳＯＰ信託が取得した当社株式を人事考課等に応じて在職時に従業員に交付するもの

です。なお、当該信託が取得する当社株式の取得資金は全額当社が拠出するため、従業員の負担はありません。

　

(2) 信託に残存する自社の株式

本信託が所有する当社株式は、四半期連結貸借対照表の純資産の部において自己株式として表示しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日現在において、本信託が所有する当社株式の帳簿価額は365百万円、株

式数は210,000株です。

 
業績連動型株式報酬制度

当社は、第２四半期連結会計期間より、これまで以上に当社及び当社子会社の中長期的な業績向上と企業価値増

大への貢献意欲を高めることを目的として、当社及び当社の子会社の取締役（社外取締役及び非常勤取締役を除

く。）を対象に、新しい株式報酬制度を導入いたしました。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上

の取り扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）に準じております。

　

(1) 取引の概要

本制度では、役員報酬ＢＩＰ（Board Incentive Plan）信託（以下「ＢＩＰ信託」といいます。）と称される

仕組みを採用します。ＢＩＰ信託とは、米国の業績連動型株式報酬（Performance Share）制度及び譲渡制限付株

式報酬（Restricted Stock）制度を参考にした役員に対するインセンティブ・プランであり、ＢＩＰ信託が取得

した当社株式を役位及び業績達成度等に応じて、原則として在任中に交付するものです。

 
(2) 信託に残存する自社の株式

本信託が所有する当社株式は、四半期連結貸借対照表の純資産の部において自己株式として表示しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日現在において、本信託が所有する当社株式の帳簿価額は135百万円、株

式数は67,500株です。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年８月１日
   至 平成27年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年８月１日
   至 平成28年４月30日）

減価償却費 153,734千円 272,538千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年８月１日 至 平成27年４月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年９月12日
取締役会

普通株式 96,746 10.00 平成26年７月31日 平成26年10月14日 利益剰余金

平成27年３月13日
取締役会

普通株式 96,830 10.00 平成27年１月31日 平成27年４月３日 利益剰余金
 

（注）平成27年５月１日を効力発生日として、普通株式１株につき、２株の割合をもって分割いたしました。なお、１

株当たり配当額については、株式分割前の金額を記載しております。

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年８月１日 至 平成28年４月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月11日
取締役会

普通株式 141,191 7.50 平成27年７月31日 平成27年10月13日 利益剰余金

平成28年３月11日
取締役会

普通株式 95,590 5.00 平成28年１月31日 平成28年４月４日 利益剰余金
 

（注）平成28年３月11日取締役会決議による配当金の総額には、「株式付与ＥＳＯＰ信託」及び「役員報酬ＢＩＰ信

託」が保有する当社株式に対する配当金1,387千円が含まれております。　

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年８月１日 至 平成27年４月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

エンターテイン
メント事業

ライフスタイル
サポート事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 5,449,878 5,815,061 11,264,939 － 11,264,939

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 5,449,878 5,815,061 11,264,939 － 11,264,939

セグメント利益 1,362,811 873,777 2,236,589 △593,703 1,642,885
 

（注） １．セグメント利益の調整額△593,703千円は、報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「エンターテインメント事業」セグメントにおいて、当社が保有している固定資産のうち、その収益性が低下して

いるものについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしまし

た。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては30,825千円であります。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年８月１日 至 平成28年４月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

エンターテイン
メント事業

ライフスタイル
サポート事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,701,872 7,508,834 16,210,706 － 16,210,706

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 8,701,872 7,508,834 16,210,706 － 16,210,706

セグメント利益 1,590,878 1,082,263 2,673,142 △1,208,964 1,464,177
 

（注） １．セグメント利益の調整額△1,208,964千円は、報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「エンターテインメント事業」セグメントにおいて、当社が保有している固定資産のうち、その収益性が低下して

いるものについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしまし

た。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては218,946千円であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年８月１日
   至 平成27年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年８月１日
   至 平成28年４月30日）

（1） １株当たり四半期純利益金額 55.96円 41.86円

（算定上の基礎）     

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額（千円）

1,083,327 788,460 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額（千円）

1,083,327 788,460 

普通株式の期中平均株式数（株） 19,359,158 18,837,081 

（2） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 55.40円 41.63円

（算定上の基礎）     

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額（千円）

－ － 

普通株式増加数（株） 193,839 100,376 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ － 
 

（注） １．当第３四半期連結累計期間の１株当たり情報の算定に用いられた期中平均株式数は、日本マスタートラスト

信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口及び役員報酬ＢＩＰ信託口）が所有する当社株式277,500株を

控除対象の自己株式に含めて算定しております。

２．平成27年５月１日を効力発生日として、普通株式１株につき、２株の割合をもって分割いたしました。前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額を算定しております。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

平成28年３月11日開催の取締役会において、平成28年１月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中

間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額　　　　　 　95,590千円

② １株当たりの金額　  　　　５円00銭　

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成28年４月４日

（注）平成28年１月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 
 

 

平成２８年６月１０日

 

株 式 会 社 エ イ チ ー ム
 

取 締 役 会 御 中
 

 

有限責任監査法人 ト  ー  マ  ツ  
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   鈴   木   晴   久   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宇　治　川　 雄　士 　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エ

イチームの平成２７年８月１日から平成２８年７月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２８年

２月１日から平成２８年４月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２７年８月１日から平成２８年４月３０

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エイチーム及び連結子会社の平成２８年４月３０日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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